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西区西区 とは

ABOUT NISHI WARD

西
区
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成
り
立
ち

西区は、新潟市の中で信濃川及び関屋分水路
以西に位置し、旧新潟市の坂井輪地区・西地
区・黒埼地区で構成されています。
区の人口は約15万7千人で、市内全8区の中
では2番目。面積は約94平方キロメートル
で、市内全8区の中では5番目です。

1954（昭和29）年
坂井輪村が新潟市に合併

1960（昭和35）年
内野町が新潟市に合併

1961（昭和36）年
中野小屋村・赤塚村が新潟市に合併

2001（平成13）年
黒埼町が新潟市に合併

2007（平成19）年
区制施行で、坂井輪地区事務所・西地
区事務所・黒埼支所の所管区域、中央
地区の関屋の一部と関屋堀割町、巻支
所の所管地域の四ツ郷屋、西川支所の
所管区域の一部が西区となる。

西地区西地区
の紹介の紹介

坂井輪地区坂井輪地区
の紹介の紹介

黒埼地区黒埼地区
の紹介の紹介
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伝説・青山ギツネ
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旧　跡

伝説・逸話

名産品・特産品

人　物

伝統芸能

●佐潟
　佐潟は水鳥の生息地として国際的に重要な湿
地であると認知され、1996（平成８）年3月に
ラムサール条約湿地となった。佐潟には白鳥を
はじめ、国の天然記念物に指定されているヒシ
クイ、ミコアイサなど多くの水鳥が越冬のため
に訪れる。また、湿地特有の豊かな生態系が残る
佐潟は、植物の宝庫としても知られている。ハス
やオニバスなど四季を通じて様々な植物が群生
し、訪れる人の目を楽しませてくれる。1998年
5月には、水鳥類や湿地の保全についての普及
啓発、調査研究およびモニタリング等を行う拠
点施設として「佐潟水鳥・湿地センター」が環境
省により設置された。（管理運営は新潟市）

A 新川と西川　水路橋
　新川は鎧潟・田潟・大潟の悪水を日本海に排
出するために掘られた人工の川である。西蒲原
一帯は、海抜0メートル以下が20パーセントを
占め、低湿地帯に住む農民たちは雨が降るたび
に襲ってくる湛水被害に苦しみ、この地域の水
は「三年一作のこもる水」といわれていた。西蒲
原地域の庄屋や農民が力を合わせ、自らの知
恵と工夫により三潟と呼ばれていた鎧潟・田
潟・大潟の水を抜き、第一期工事として大潟か

ら五十嵐浜の日本海まで長さ２４００間（約４．５km）、幅１０間（約１８
m）の堀を掘り、悪水を日本海に放流した。６万両の工費と２００万の
人夫により完成したのは１８２０（文政３）年で、幕府への開発願いか
ら８０年後のことだった。この新川を掘るにはどうしても、蒲原郷を潤
し、重要な舟運路である西川と交差させなければならず、木造の樋
管を西川の底下に埋めて通水する工法が取られた。立体交差させる
工事は、当時としては日本の最先端技術を駆使した難工事であり、十
返舎一九が取材に訪れた。

B 新川河口排水機場
　１８２０（文政３）年に新川が完成し、西蒲原郡
２７４平方キロメートルの排水は全て新川が引
き受けていた。もともと勾配が緩やかな新川
は、川底に泥がたまり易くなっていたことと、昭
和３０年頃からの地盤沈下で沿線排水施設の

人　物

名産品・特産品

C 赤塚の神明社(伝・船江神社)
　神明社はかつては格式のある神社として知られ、本殿・幣殿・拝
殿・神楽殿があったと伝えられている。平安時代、醍醐天皇の命で作
られた｢延喜式神名帳｣に載っている船江神社はこの神明宮のことで
あるといわれている。神社の近くに位置する「御手洗潟」は船江神社
への参拝の際に体を清めた潟と伝えられ、それが潟の名の由来に
なったという。

D 静田神社
　明治２１年、子どもたちの相次ぐ溺死に頭を痛
め、祟りを鎮めるために建てられたもので、創立の
世話人であった静田氏にちなんで社名とした。祭神
は神武天皇。

E 中原邸（明治天皇行在所）
　かつて赤塚地区最大の地主だった中原家の邸
宅。邸宅は１８７８（明治１１）年、明治天皇の北陸御
巡幸の際、行在所にあてられた。１８５２（嘉永５）年
の大火後再建された中原邸は、市内に残る数少な
い歴史的館として貴重な存在。また、この界隈はか
つて赤塚が宿場町であったころの面影を良く残している。年２回春・
秋に一般公開される。

F 六地山遺跡
　六地山遺跡(現内野戸中才)は１９５６
(昭和３１)年、新潟市域で最初に発掘調
査された遺跡である。出土品から約３千
年前の弥生時代後期の稲作農耕での生

活が証明された。当時は新潟県でも弥生時代に稲の水田耕作が行わ
れていたと思われていたが証明するものがなかった。そこに飛び込
んできたビッグニュースであり、これにより内野は越後農業発祥の地
としての地位を確立した。

G 内野の酒蔵
　北国街道の要衝として栄えた内野は幾つ
もの造り酒屋があり、中でも樋木酒造は創
業が１８３２(天保３)年と伝えられ、県道新
潟・寺泊線に面する店舗兼主屋とその奥に
ある東西２つの酒蔵は、国の登録有形文化
財となっている。

H 飯田金物店
　土蔵内部の柱の間隔は通常３尺から２尺
程度だが、ここの土蔵の柱は１尺間隔になっ
ており、また柱と柱の間には、鉄の棒が組み
込まれている珍しいもので、国の登録有形
文化財になっている。

能力が低下していたために、効果的な広域排水
制御システムとして建設されたのが「新川河口
排水機場」である。この排水機場は、海へ自然排
水する水門と強制的に排水するポンプ６水門に
分かれており、通常新川の水は自然排水の水門
から海に出てゆくが、海の水位が高い場合や大雨の場合は水門を閉
めてポンプで強制的に排水する構造になっている。毎秒２４０トン、
５０メートルプールが２秒で満杯になる排水能力が有り、建設当時は
東洋最大級のものであった。（昭和４３年３月着工、同４７年３月完成）

I 伊藤五郎左衛門
　中野小屋村の割元役だっ
た伊藤五郎左衛門は、低湿地
帯ゆえに度重なる水害から
農民たちを救おうと湿地の
水抜きを計画。これを一生の
大事業として研究を重ね、西
川の下を底樋によって立体
交差させ、低湿地帯の水を海
に流すための水路(新川)を
通すことを考案。様々な困難を克服しながら３年がかりの大工事を行
い、１８２０(文政３)年１月、ついに新川の通水に成功した。おかげで潟
や湿地は干上がり、１７ヶ所もの新しい田んぼを開くことができ、農民
たちは救われたが、この事業に全財産を投じた伊藤五郎左衛門は、
地位を失うことになった。治水の救世の恩人の墓は、伊藤家代々の菩
提寺である蓮久寺(高山)にある。

●五十嵐浜の漁業
　五十嵐浜にある新川漁港では約１００艘
の船がこの港を利用し、年間を通じて出漁
している。五十嵐浜では季節によりイワシ、
アジ、ヒラメ、カニ、タコなど様々な魚介類
が水揚げされ、早朝の港は新鮮な魚を求
める人でにぎわう。なかでも１２月末から３
月末ごろに水揚げされるタコは、ユデダコ
となって漁港付近の沿道でつるして販売され、人気を呼んでいる。

●赤塚大根
　砂丘を利用しての大根の生産が盛ん
であり、その｢赤塚大根｣を原料として
昔から美味しい沢庵漬けが有名であ
る。品質の向上と大量生産により赤塚
地区の地場産業として発展し赤塚の特
産品として全国的に有名になった。

歴史・旧跡

自然・まちなみ

歴史・旧跡

J 西川の桜並木
　開新橋～にじかけ橋の両岸
約１kmに周辺自治会が平成
４年から３年がかりで５１本の
桜を植樹、１本１本の苗木に
オーナー制を導入し完成した
桜並木。現在では２０自治会
が加盟する西川緑地愛護会
が育樹・清掃活動を実施。両
岸あわせて約１００本の満開

時には地域の方々が花見の宴を開いたり、幼稚園の遠足の場にも
なっており、西川にある桜の名所となっている。

K 坂井輪村役場跡
　明治２２年までは坂井村、明治２２～３４
年までの上坂井輪村(坂井・須賀・大野郷
屋の合併)、明治３４～昭和２９年の坂井輪
村(上坂井輪・下坂井輪・新貝・新通村が合
併)の役場が置かれ、村の政治・行政の中心地であった。現在跡地に
は、その経緯を記した碑と書庫がある。

L 関屋堀割記念碑・坂井郷治水碑
　西川緑地には２つの碑がある。写真左
の｢記念碑｣は坂井郷一帯が水はけが悪く、
農民は長い苦労の末、関屋掘割を明治４３
年に完成通水し、その喜びを大正５年に坂
井郷普通水利組合が碑にしたもの。写真
右の｢坂井郷治水碑｣は関屋堀割が排水
不可能になり、その後ポンプによる排水で
楽土を得たが、相次ぐ宅地化で坂井郷土
地改良区の役目は終了し、業務を新潟市
に移管するに当たり改良区が建立したもの。坂井郷の長い水との闘
いとその開拓史が伝わる。

M 「志士之霊」碑
　小針の瑞林寺本堂の左手前に建つ「志士之霊」
碑。江戸末期の１８６７（慶応３）年、小針村など9か
村は幕府領(会津藩預かり)に、翌慶応4年戊辰戦争
が始まる。７月２８日から２９日にかけて平島から小
針村あたりまで薩摩・長州軍(官軍)が攻めて来て、
会津方(幕府方・奥羽列藩同盟軍)の米沢兵は次々
と敗れた。重傷を負った米沢藩兵7名は小針村に逃

れ、村人の手当てを受けたが３０日に死亡、瑞林寺に葬られたとも言
われている。また、米沢兵は平島と小針の境近くで官軍に撃たれて倒
れ、大エノキ（榎）の下に埋められたともいわれている。

N 波切橋と平島の道標
　坂井輪地区で西川に最初に架
けられた橋。明治６年、当時の大
野町（西区大野町）の小林政司の
私設で、小新の渡し場に長さ１８
間、幅２間の橋が架けられた。

O 青山御幣稲荷神社
　青山稲荷の拝殿の奥に二体の
お稲荷が座っている。小さく見え
るが、高さ３０センチで石で彫ら
れたもの。なぜか、首から下を白
い麻紐でぐるぐる巻きにされて
赤と紫の前掛けをしている。願いごとを念じて、お稲荷さんを持ち上
げられると願いごとが叶うという言い伝えがある。

P 道場山道と記念碑
　坂井橋から新通小学校前
を経て坂井神社脇に至る道
は、お参りした坂井の人が砂
山の畑へ行く細い道であっ
た。昭和３年に弥彦参宮線(旧
１１６号)にバスが通ったこと

で「坂井道場山道を広く」は皆の願いになる。有志５人が計画を提案、
実現に２年半を費やしたが、昭和６年６月着工し１０月に完成。工事費
は地元負担と寄付金で賄い、"食糧増産の戦時、国に奉ずべき"との機
運の中、昭和１７年に竣工記念碑を現在地に建立した。

Q 関屋分水資料館
　新潟大堰の袂に資料館。関屋分
水路は昭和４７年に通水し新潟市
の中心部を洪水被害から守るため
に信濃川水門と新潟大堰が造られ
た。資料館には信濃川と関屋分水
路の歴史や役割等のビデオや資料
が展示されている。

R 報徳運動記念碑
　黒埼村は自由民権の先駆者として全
国的知名の山際七司をはじめ、萩野左
門・山際敬雄らを国政壇上に送り、政治
に理解ある地として知られるが勢のお
もむくところ政党の対立抗争をひきお
こし、「県下に難治村たる」の汚名を
被った。昭和８年新興報徳会佐々井会
長の指導のもと、報徳仕法を村政の指
導原理に採り入れ、農林省（現農林水産
省）の模範事例となった「農村負債整理
組合」を結成し、経済再生を実現する。
それ以来黒埼村が円満なる村政の運
営により、黒字財政を堅持しつつ住みよき暮らしよき郷土建設の歩み
を進めてきた。村政再建に尽力した佐々井会長の作歌「あらそひのな
き世造りを話合ひて譲るは高き人の道かも」を、郷土の発展に寄与し
た先覚者の功績をしのび歌碑として役場邸内（現黒埼出張所）に建立
した。

S 伊多井神社（有形民俗文化財）
　　１９８６（昭和６１）年５月１日指定
　伊多井神社は黒埼地区坂井の鎮守
で同集落の南端近くにある。１９１０
（明治４３）年に八幡社の神明社への

合祀が許可されて１社になり、社名も伊多井神社に改められた。現在、
鳥居には伊多井神社の社額が揚げられ、拝殿には神明社と八幡社の２
枚の社額が揚げられている。天井絵は、拝殿奥の高さ九尺（約２．７
メートル）、広さ二間（約３．６メートル）四方の天井を三六面の正方形
に区面する格天井の各面に描かれている。絵は下地を塗らずに天井
板にじかに花鳥などの図柄を描いたもので、多くが淡彩である。

T 緒立遺跡
　緒立遺跡は縄文時代から中世
に至る複合遺跡で、出土した土器
の大半は東北地方南部の系統
で、縄文が施され、文様の基本も
縄文晩期のものと共通していた。
そのため、当初は「縄文晩期の土器」とされていたが、その後の研究
で弥生前期の土器と考えられるようになった。中でも古墳時代前期
の葺き石を伴う円墳は、発見されているものとしては蒲原平野唯一
であり、昭和２７，３２，３３年の調査で出土した土器が「緒立土器一
括」として市の指定文化財となっている。

U 的場遺跡
　発掘調査により、奈良・平安時代を中心とする
大量の土器や漁具等が非常に良い状態で発見
された。なかでも文字が記された木の札、奈良
時代に流通した古い銭貨である和同開珎、魚と
りに使う網のおもりとうきのセットなどは、全国
的にも貴重な資料であり、的場遺跡は奈良・平
安時代の水産物の捕獲や管理に関係する基地のような性格を持っ
ていたと推測される。

●棒踊り（木場地区）
　１５９８（慶長３）年、上杉氏が越後から会
津に国替えになり、その出城であった木場
城が廃城になったとき、村の人々が当時の
武術の形を残そうと踊りに託して伝えた
ものと言われる。

●長刀踊り（黒鳥地区）
　江戸時代の黒鳥芸人といわれた農民集
団からの伝承とされ、長刀を持った女と太
刀を持った男が舞う。

●手踊り（板井地区）
　法然聖人から習ったと伝えられる念仏
踊りの一種で、笛・太鼓・歌に合わせ大勢
で緩やかなテンポで踊る。以前は祭礼に伴
なって行われていた。

　黒鳥生まれの小説家鷲尾雨工は、１９３６（昭
和１１）年に「吉野朝太平記」で第二回直木賞を
受賞した。昭和２６年、５8歳で亡くなったが、近
年再評価され、著書も復刊している。「甲越軍
記」「明智光秀」「若き家康」「北条時宗」のほか、
評伝に「鷲尾雨工」がある。黒埼図書館前に石碑
があり、その原稿の冒頭部分が刻まれている。

　
　木場出身の民権家、江戸時代から木場村の村
政を担う家に生まれた。民権思想を学び、同志と
ともに政府に国会開設の請願を行った。県会議
員、そして１８９０（明治２３）年には第一回帝国
議会選挙に当選し、国会議員として活躍した。

　
　板井村に生まれ、幼少より西蒲原郡粟生津村
(旧吉田町)の長善館で和漢学を修め、明治２年
から３年にわたって同館の塾長を勤める。１８歳
で村上藩から板井村の庄屋役に任命され、廃藩
の後は村の戸長となる。このころより自由民権
を唱え、郷における自由党の先覚者として政界
で活躍する。明治１２年県会議員当選後、信濃
川・中ノ口川の堤防が本弱で度重なる破堤を憂
い、鷲尾政直らと堤防の補強工事を主張し、「治
水起工議」を記し、大河津分水事業など県の治
水事業に尽力する。明治３５年に新潟市長。

鷲尾雨工
（１８９２～１９５１）

山際七司
（１８４９～１８９１）

萩野左門
（１８５１～１９１７）

V 山田の焼鮒
　鳥屋野に３年間逗留し
た親鸞聖人は、山田にも
布教に訪れた。１２１１（建
暦元）年、親鸞が配流を許
されて越後を去るとき、山
田の人々は山王神社(現
山田神社)に集まり、親鸞との別れを惜しんだ。人々は手造りの酒を
持ち寄ったり、ある人は酒の肴に焼いたフナ（鮒）を献じた。親鸞がそ
の焼きフナを山王神社の池に入れ「念仏往生疑うことなければ、この
鮒必ず生きるべし」と唱えると、焼いたフナが生き返った。１７９６（寛
政８）年、親鸞が山田の人々との別れの際、袈裟をかけたというエノ
キ（榎）が大風で折れた。幹が二つに分かれていたそのエノキを切り
倒すと、不思議なことに東側の幹の切り口に親鸞聖人の姿、西側の
幹の切り口には焼鮒の姿が現れていた。この話を聞いて人々が詰め
かけると、世を惑わすものとして、幹は新発田藩に没収され木挽きに
よって輪切りにされた。どこを輪切りにしても、親鸞と焼鮒の姿が現
れたという。

W 親鸞聖人の波切御名号堂
　親鸞聖人が信濃川を寺地か
ら鳥屋野へ戻るとき、大風が吹
いて舟がひっくり返りそうにな
り、聖人が「南無阿弥陀仏」の名
号を書いて揚げると波が静まったという。御名号の軸はお堂に祭ら
れ、渡し守の子孫の方がお祭りしている。

●黒埼茶豆
　夏の食卓を彩る枝豆。その枝
豆の王様といわれる黒埼茶豆は
ゆでると色が茶色っぽくなるこ
とから「茶豆」と呼び名がついた
らしい。明治の末期に山形県の
「だだちゃまめ」を小平方で作付
けしたのが始まりといわれ、７月
下旬から８月のお盆過ぎまでが出荷のピークとなっている。


